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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月30日(2018.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テトラヒドロクルクミン及び
　少なくとも第１の脂質を含むリポソームであって、前記第１の脂質がポリエニルホスフ
ァチジルコリンである、リポソーム
を含む、医薬製剤。
【請求項２】
　前記医薬製剤が少なくとも５重量％かつ９５重量％以下のポリエニルホスファチジルコ
リンを含む、請求項１に記載の医薬製剤。
【請求項３】
　前記リポソームが第２の脂質を含み、前記医薬製剤が少なくとも５重量％かつ９５重量
％以下の前記第２の脂質を含む、請求項１又は２に記載の医薬製剤。
【請求項４】
　前記医薬製剤が、ビタミンＥ、ビタミンＣ及びアルファリポ酸からなる群から選択され
る抗酸化剤を更に含み、前記医薬製剤が少なくとも５重量％かつ９５重量％以下の前記抗
酸化剤を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の医薬製剤。
【請求項５】
　前記医薬製剤が、クルクミン、テルペノイド、システアミン、パンテチン及び／又はバ
イカリンを更に含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の医薬製剤。
【請求項６】
　親油性溶媒、脂肪油、又は有機油を更に含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の
医薬製剤。
【請求項７】
　前記医薬製剤が更に賦形剤を含み、前記賦形剤が、糖、ラクトース、スクロース、マン
ニトール、ソルビトール、トウモロコシデンプン、コムギデンプン、コメデンプン、ジャ
ガイモデンプン、ゼラチン、トラガカントゴム、メチルセルロース、ヒドロキシプロピル
メチルセルロース、カルボキシメチルセルロースナトリウムのセルロース調製物、及び／
又はポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）である、請求項１から６のいずれか一項に記載の医
薬製剤。
【請求項８】
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　器官を保護する方法であって、
　請求項１から７のいずれか一項に記載の医薬製剤を、器官の保護を必要とする対象に投
与するステップ
を含み、前記器官は腎臓、肝臓及び心臓から選択される、方法。
【請求項９】
　前記対象が、肝障害、脂肪肝疾患、アルコール性肝疾患、腎疾患、慢性腎疾患、糖尿病
性腎疾患、多発性嚢胞腎、高血圧症、左室肥大を伴う高血圧症、糖尿病、高脂血症を伴う
糖尿病及び心不全から選択される障害を有する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記投与するステップが経口投与である、請求項８又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　必要とする対象における心不全を処置又は予防する方法であって、
　請求項１から７のいずれか一項に記載の医薬製剤を、心不全の処置又は予防を必要とす
る対象に投与するステップ
を含む、方法。
【請求項１２】
　前記対象が慢性腎疾患及び／又は高血圧症を有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記投与するステップが経口投与である、請求項１１又は１２に記載の方法。
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